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　昭和47年5月に当大学，核医学部門でシンチカメラの

利用が可能となって以来，50年3月までの腎イメージン

グは1046回となる．昭和47年は80回，48年は400回，49年

は470回と着実な増加を示した．今回はこれらの腎イメ

ー ジソグについて，疾患および使用試薬の面から統計的

考察を加え，当大学での腎イメージソグの動向と，各種

腎疾患を核医学的に有効に診断するには，どの試薬が最

も適当かを検討したので報告する．

　使用装置はNuclear　chicago製Gamma　H　P型シンチ

カメラである．

　使用試薬は，　13iI－hipPuran（300～400μCi），99mTc－

DTPA（2～4mCi），99mTc－EDTA（2～4mCi），99mTc－

gluconate　complex（Ca）（2～4mCi），99mTc－PAC（1～

2mCi）99mTc－DMSA（2～4mCi），99mTcO4－（10～15m

Ci），および2°3Hg－，197Hg－chlormerodrin（それぞれ

100～lsO，aci，400～500μCi）であり，いずれも1回静注

にて投与した．

　1311－hippuranは常に全例の75％以上を占める．これは

水腎症，腎結石などいわゆる停滞腎での潜在機能，回復

性などの示標として微妙な腎機能の変化をよく反映する

こと，移植腎の各種合併症ことに拒絶反応をよく表現す

ること，高血圧症のスクリーニングに適するなど適応範

囲が広いためと考える．

　腎実質像の描出（static　image），すなわち腎腫瘍と嚢

腫の鑑別，病巣部位の確認には，99mTc－DMSA次いで

99mTc－PACが有用で，同時に血管相の描出も可能であ

る．従って197Hg一および203Hg－chlormerodrinは49年以

降はまったく使用していない．99mTc－EDTA，　DTPAお

よび一gluconate　complexはいずれも糸球体濾過物質で

あり，当大学で，その性質を検討するために30～12回程

度使用されている．
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　〔目的〕99mTc－gluconateは静注後早期に相当量が排

泄され，腎孟，尿管像の観察が可能である．この点に注

目して水腎症の診断に応用したところ有効であったので，

ここに報告する．

　〔対象と方法〕1974年10月から1975年4月まで99mTc－

gluconateを用いた腎シンチグラムは，70人の患者に73

回試みられた．そのうち，IPまたはDIP上と，水腎症

と診断された12人の患者の13シンチグラムと1311－Hipp－

uranによる12レノグラムが今回の研究対象である．

　方法は，まず水300ml負荷20～30分後，坐位後方から

シンチカメラ検出器を当て，99mTc－gluconate　10～15m

Ciを肘静脈から急速注入し，5秒間隔のアンジオグラム

を得た．ついで，2，5，10，30分後のポラロイド撮影と

60分後のスキャナーによるスキャニソグを行うのを原則

とした．引きつづきi311－Hippuranと動態4チャネルに

よるレノグラムを得た，

　〔結果および考察〕　正常例では腎孟，尿管像が一過性

に得られることがあっても，30分以後も腎孟に残ること

はなかった．それに対し，水腎症12例の13シンチグラム

ではいずれも少なくとも30分後までは腎孟が，または腎

孟および尿管が描出された．これらの所見は，IPまた

はDIPから容易に推定できるものであった．しかし，

i3il－Hippuranによるレノグラムでは12例中10例が水腎

症のパターンを示したが，2例においては正常パターソ

となり，99mTc－gluconateのほうが診断上有効であるこ

とが示唆された．

　以上の症例ではいずれも水腎症の原因は結石，腫瘍，

炎症などの機械的なものであった．

　他方，IPまたはDIPでは水腎症とはいいがたい症例

中に99mTc－gluconateが60分後まで腎孟または腎杯に停

滞している数例があった．この原因として尿管の蠕動運

動の欠乏にもとつく機能的なものが考えられるが，まだ

単なる推定の域をでない，現在，さらに症例を重ねて検

討中である．
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